平成19年6月8日

情報通信ネットワーク産業協会(CIAJ)

「ICT技術人材育成の現状と課題」
科学技術教育/アウトソーシングの現場から
～女性を活用するために～
株式会社コスモピア

　代表取締役　田子みどり
1. 会社概要

· 事業コンセプト
難しい科学技術をわかりやすく伝える（テクニカル・コミュニケーション）

· ミッション

「科学技術の発展に女性の能力や感性を活かし






高度な共生社会の実現に貢献する」
· 経営理念

女性の職域の開発と継続的就業の支援

· 業務

①ICTソリューション事業



②人材派遣事業



③広告代理・プロダクション事業（科学技術関連）
· 設立

創業　1982年6月

会社設立　1983年4月

· 社員数

約30名（嘱託含む）
全員女性
· 登録スタッフ
約1800名　（在宅含む）
· 所在地

東京都港区北青山1-2-3　青山ビル１階

· ＵＲＬ

http://www.cosmopia.jp
· 株主

株式会社ザ・コスモス（77.5％）　大日本印刷株式会社（12.5％）



株式会社エヌ・ティ・ティ・アド（10%）

· 主な取引先
官公庁自治体、公益法人、学校法人、
大日本印刷グループ、



ＮＴＴグループ、NECグループほかＩＣＴ関連各社、



大手広告代理店、マスコミ・出版、メーカー等
2. 事業の経緯

創業時（80年代前半）女子学生の就職難を背景に、女子学生ベンチャーとして創業


    当初はプロダクション的事業（イベントやＴＶ・雑誌でのＰＲ）が主流


    ＮＴＴ等、情報通信関連（ニューメディア）

～バブル期（90年初） 大型イベント（つくば博、地方博、見本市、プライベートショー等）


     ショールーム、顧客向けセミナー等が増加


     わかりやすいマニュアル作成のニーズが高まる

～平成不況（21ｃ初）   登録型テクニカルスタッフ（女性）の強化


      パソコンとインターネットの普及によりＩＴリテラシー教育ニーズ


      パソコンスクールの開設（個人・法人・公共）


      科学技術の一般への普及啓蒙活動の必要性（出版、Ｗｅｂ）


      日経サイエンス広告賞等受賞
近年

      大型システムのリニューアルや導入の案件増加


      ベンダーサイドからユーザーサイドへ




      属人的サービスからチーム的サービスへ

3. ＩＣＴソリューション事業の内容
・業務内容
操作や運用のマニュアルの作成

ユーザー教育プランの作成

ユーザー教育の教材作成

ユーザー教育の実施

ヘルプデスクの運営

その他ユーザー支援の周辺作業

上記を統合的にコンサル、企画制作、人材供給し、遂行する


・必要な能力（人材）

テクニカルスキル（技術的な内容の理解と把握）

コミュニケーション能力（ヒアリングと伝達、表現）

マネジメント能力（プロジェクトの推進）



コンサルティング能力（ユーザーの状況とニーズの把握）


⇒より統合的複合的な機能が必要となってきている
4. コスモピアにおける人材の構成

1) 社員の内訳

・社員数
約30名（正社員、嘱託含む）　
・内訳
女性　100％

※役員も全員女性（監査役除く）

平均年齢　37.0歳 　平均勤続年数
8年

既婚率　7割　　有子率　4割（平均1.67人）

2) 登録スタッフの内訳

・登録人員
約1800名

・月間稼働率
10～15％

・内訳
女性　80％、男性20％
5. 女性の能力の活用
・テクニカルコミュニケーションに活きる女性の一般的特長

－人にやさしく伝える能力

－人の気持ちによりそう能力

－対等な協調協力と感情表現

－生活感、（消費・文化・コミュニティとの関わり）

－しなやかさ、情報収集能力（クチコミ力）

－感性、感覚、インスピレーション（関連付け）

6. ワークライフバランスの対応

・価値観の個人差が大きい　⇒　社会との関わりを視野に入れた理想像を組織で共有。

－仕事人として・・・プロフェッショナルであること

－家庭人として・・・よき親であること

－社会人として・・・社会に貢献すること

－個人として・・・生き方に美意識をもち、自己を確立すること
・個人的な事情の影響が大きい　⇒　個人の事情の把握し個別に対応

－上司部下や同僚が、相談し合い、協力し合う土壌作り

－ノウハウや情報の共有化（保育事情、学校教育環境事情、受験、不妊治療等）

－心身の健康維持管理、がんばり過ぎないよう注意

－メンターの存在

－ライフプランをふまえた人事

・時間的制約が大きい

－できるだけ仕事を任せて、セルフコントロールさせる

－無駄な時間、無駄なおしゃべりは排除し、生産性を高める

－組織の中のコミュニケーションイベント等は、量より質を心がける

－産休育休中にもコミュニケーションや研修を行う

－ＩＴ関連等資格の取得を推奨する、スキルアップの機会を作る
7. 女性を活かすために今後整備すべき課題
· 人事評価制度
－短・長期両方の視点から見た評価尺

⇒パッチワークのようなマネジメントが必要

· 賃金制度
－実績や技能を重視し、する賃金制度

⇒モチベーションアップ
· 教育制度
－ＩＴ関連等業務に活きる資格取得や技能向上の推奨
⇒人材としての総合的な能力の向上
以上






























登録スタッフの年齢構成
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社員の年齢構成
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